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早めのライト点灯とライト上向き走行の徹底による薄暮時・夜間の

交通事故防止対策の推進について

全国ハイヤー・タクシー連合会（以下 「全タク連」という ）では、令和３年３月に、 。

「ハイタク事業における総合安全プラン２０２５」を策定し、２０２５年（令和７年）

「 、 、 、 、までに 乗客の死者数ゼロ 飲酒運転ゼロ 死者数２３人以下 重傷者数６３０人以下

人身事故件数６，０６０件以下出会い頭衝突事故件数８７０件以下」との目標を掲げ、

業界の総力を挙げて交通事故抑止対策に取組んでいるところであります。

本年７月末現在の法人タクシーが第１当事者となった交通事故発生件数４，３４８件

（前年同期比＋２１９件、＋５．３％）、死亡事故件数１２件（前年同期比－１１件、

－４７．８％）と前年同期に比べ事故件数は増加したものの、死者数は大幅に減少して

おりますが、依然として路上横臥者の轢過死亡事故が発生するなど予断を許さない状況

にあります。

このため、全タク連では、例年、薄暮時・夜間に交通事故が多発する傾向にある１０

月から１２月までの３カ月間を「早めのライト点灯とライト上向き走行の徹底による交

通事故防止対策の推進期間」とし、別紙の要領に基づき、薄暮時・夜間の交通事故防止

対策を推進することとします。

各都道府県協会にあっては、地域の実情に応じて本運動を積極的に展開されますよう

お願い申し上げます。

なお、早めのライト点灯運動、ライト上向き走行の徹底をすでに実施推進している協

会にあっては、更なる推進をお願いします。



別 紙

早めのライト点灯とライト上向き走行の徹底運動の推進要領

１．目的

タクシーを第１当事者とする交通死亡事故は、例年、秋口から年末にかけ

。 、ての３カ月間に多発する傾向にある この期間の交通事故増加の要因として

夕暮れから日没までが急速に進むことによる視認性の低下などがある。

また、忘年会シーズン等を迎え、飲酒等による路上寝込み者等も増加する

ことが危惧されることから、ライトの早め点灯とライト上向き走行を徹底す

ることにより、交通事故の防止を図り、もって「安全プラン２０２５」の交

通事故削減目標の達成を図ることを目的とする。

２．期間

令和７年１０月１日から１２月３１日までの３カ月間

３．点灯時間

前照灯を薄暮時から点灯（地域の実情による）

４．点灯要領

前照灯は走行用前照灯（上向き・ハイビーム）とする。前車や対向車がある

ときはすれ違い用前照灯（下向き・ロービーム）にするなど、こまめに切り替

える。



参考１

ハイビームの上手な活用で夜間の歩行者事故防止

夜間、街灯が少ない暗い道などを走行する時は、前照灯を上向き(ハイビーム)にする

ことで歩行者などを遠くから発見することができ、早期の事故回避措置が可能となりま

す。

ただし、ハイビームは他の車両等を眩惑させるおそれがありますので、対向車と行き

違うときや、ほかの車の直後を通行しているときは、前照灯を減光するか下向き(ロービ

ーム)に切り替えてください。

交通量の多い市街地の道路などを通行するときは、前照灯を下向き(ロービーム)に切

り替えましょう。

また、夜間は昼間に比べて視界が悪く、歩行者や自転車などの発見が遅れる上、速度

感が鈍り、速度超過になりがちですので、昼間より速度を落として慎重に運転しましょ

う。

夜間の安全運転のポイント

・ 暗い道で対向車や先行車がいない場合は、ハイビームを活用

・ 交通量の多い市街地などや対向車や先行車がいる場合は ロービームで走行(※)、

・ ※対向車が自転車の場合も確実にロービームに切り替えましょう。

・ 昼間より速度を落とした運転を励行

、 。夜間は速度を落とし 前照灯の上向き・下向きの切替えをこまめに行いましょう



ハイビームとロービームの見え方の比較

□ハイビームの見え方

100m 60mパイロンまでの距離 パイロンまでの距離

□ロービームの見え方

ロービームで撮影 ロービームで撮影

□交通の方法に関する教則の一部改正(夜間の灯火の方法関係)

【平成 年 月 日告示、平成 年 月 日施行】28 10 28 29 3 12

夜間に発生した車両と横断中歩行者の死亡事故について、そのほとんどの車両の灯火

が下向きであったとの分析結果を踏まえ、交通量の多い市街地等を通行している場合や

先行車や対向車があるときを除き、夜間の運転時は灯火を上向きにすべきであることに

ついて、交通の方法に関する教則の記載が明確化されました。

（ ）警察庁 サイトから引用WEB


